
 

 

 

 

舞鶴発電所向け燃料輸送にＬＮＧ燃料船を導入 

～燃料輸送における環境負荷低減を目指して～ 
 

２０２３年６月８日 

関西電力株式会社 

 

当社は、舞鶴発電所（京都府舞鶴市・石炭火力・出力計１８０万ｋＷ）

向け燃料輸送において、環境負荷低減が可能なＬＮＧを燃料とする船舶を

導入することとし、本日、株式会社商船三井と輸送契約に関する基本協定

書を締結しました。 

本船は、２０２６年中の竣工を予定しています。 

 

ＬＮＧ燃料船は、従来の船舶燃料油を燃料とした輸送船に比べて約２５％

の二酸化炭素（ＣＯ２）削減が見込まれることから、輸送分野での温室効果ガ

スの総排出量削減※を通して、社会全体の排出量削減に寄与します。 

 

当社は、引き続き、環境負荷の低減を図りつつ、安定した燃料輸送を実現

してまいります。 

 

※国際海事機関（ＩＭＯ）は、国際海運分野からのＧＨＧ（温室効果ガス）排出ゼロ実現に

向けたＧＨＧ削減戦略を採択。（２０１８年４月 第７２回海洋環境保護委員会） 

２０３０年まで：国際海運全体の燃費効率を４０%以上改善（対２００８年比）。 

２０５０年まで：国際海運からのＧＨＧ総排出量を５０%以上削減（対２００８年比）。 

 今世紀中   ：なるべく早期に国際海運からのＧＨＧ排出ゼロを目指す。 

 

以 上 

  



 

 

 

 

 

【本船概要】 

 

 

全⾧/全幅 約２３５メートル／約３８メートル 

載貨重量トン数 約９４，９００トン 

竣工予定 ２０２６ 年７月（予定） 

環境性 

（従来の船舶燃料油比) 

硫黄酸化物（ＳＯｘ）：１００％削減 

窒素酸化物（ＮＯｘ）：約８５％削減 

二酸化炭素（ＣＯ２） ：約２５％削減 

 

 


